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新型コロナウイルス感染状況等により、各イベント共中止・延期になる可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324

　  ①出身地
　  ②今年度の抱負

①奈良県
②皆様との緊密な連携

の下、精一杯頑張ら
せていただきたいと
思いますので、１年
間よろしくお願いい
たします。

①東京都
②麻布署１年目です。
　皆様のお役にたて

るよう頑張ります
ので、よろしくお
願いいたします。

①山形県
②麻布署2年目です。
　消費税・印紙税を

担当します。
　よろしくお願いし

ます。

①岐阜県
②健康第一
　皆様のお力添えを

いただき明るく楽
しい一年となるよ
うにしたいです。

①兵庫県
②2回目の麻布です。

初心にかえり、緊
張感を持ちながら
頑張ります。

　よろしくお願いし
ます。

①北海道
②会員の方のニーズ

に応じた研修を行
いたいと思います
ので１年間よろし
くお願いいたしま
す。

法人第１統括官
清　裕治

法人審理上席
鈴木　啓一

法人第２統括官
小西　淑恵

法人第３統括官
中峰　敏子

法人審理上席
塩野　浩生

源泉審理上席
黒石　整

副署長（法人担当）
黒田　壮

副署長（法人担当）
田畑　英樹

①長野県
②引き続き、皆さまのニーズに応え

られるよう、より良い協力関係を
築いてまいります。

①大阪府
②皆様との信頼関係を築き、より一

層の連携・協調に努めてまいりま
す。

①東京都
②源泉審理は久しぶ

りですが懸命に努
めますので、よろ
しくお願いいたし
ます。

①千葉県
②麻布署は初めての

勤務となります。
　精一杯頑張ります

ので、１年間よろ
しくお願いいたし
ます。

源泉審理上席
杉本　真由美

法人審理官
石橋　翼
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麻
布
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
得
す
る
税
の
お
話

４
月
19
日
最
高
裁
判
決
を
ど
う
考
え
る
か

活
動
報
告

組
織
強
化
委
員
会
、
厚
生
共
益
事
業
委
員
会

み
な
と
区
民
ま
つ
り

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

管
外
研
修
会

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

勉
強
会
、
講
演
会
、
お
知
ら
せ

新
会
員
の
ご
紹
介
、
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
、
事
務
局
か
ら
、
編
集
後
記

源
泉
部
会　
第
５
回
研
修
会

日
時
／
11
月
21
日
14
：
00
～
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

「
年
末
調
整
の
計
算
（
基
礎
）」

人
事
労
務
研
修
会

日
時
／
11
月
29
日
15
：
00
～
17
：
00　
オ
ン
ラ
イ
ン

日
時
／
12
月
13
日
15
：
00
～
17
：
00　
オ
ン
ラ
イ
ン

テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
年
末
交
流
会

日
時
／
11
月
28
日
（
予
定
）
18
：
00
～

会
場
／
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
銀
座

ス
マ
ホ
de
年
調
！

日
時
／
12
月
５
日
14
：
00
～
16
：
00　

会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

サ
ン
エ
ー
年
末
交
流
会

日
時
／
12
月
７
日
18
：
00
～　

会
場
／KEN

T'S RO
PPN

GI

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
12
月
20
日
13
：
30
～
16
：
00　
会
場
／
ア
ジ
ア
会
館

　
　
　
２
月
10
日
13
：
30
～
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
３
月
10
日
９
：
30
～
12
：
00　
会
場
／
ア
ジ
ア
会
館

　
　
　
　
　
　
　
13
：
30
～
16
：
00　
会
場
／
ア
ジ
ア
会
館

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法

人
税
を
解
説
。

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
12
月
23
日
13
：
30
～
16
：
00　

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

日
時
／
２
月
16
日
13
：
30
～
16
：
00　

会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識
・
会
社
設

立
に
伴
う
税
務
手
続
き
を
解
説
。

賀
詞
交
換
会

日
時
／
１
月
17
日　
会
場
／
明
治
記
念
館　
予
定
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高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
、
快
適
な
睡
眠

を
求
め
る
65
歳
以
上
の
ベ
ッ
ド
指
向
は
さ

ら
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
業
績
の

向
上
は
、
女
性
用
、
高
齢
者
用
の
ベ
ッ
ド

の
開
発
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え

ま
す
」

　
２
０
１
９
年
に
移
転
し
た
南
青
山
の
本

社
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
「
第
18
回 

港
区

み
ど
り
の
街
づ
く
り
賞
」
を
受
賞
。“
眠

れ
る
森
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
社
屋
は
、
玄

関
横
に
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
シ
マ
ト
ネ
リ

コ
が
植
わ
り
、
50
種
以
上
の
花
木
が
季
節

を
彩
る
。

「“
眠
り
は
自
然
な
も
の
”
と
い
う
発
想

か
ら
、“
眠
れ
る
森
”
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
２
フ

ロ
ア
に
分
か
れ
て
お
り
、
２
階
は
弊
社
の

マ
ッ
ト
レ
ス
を
実
際
に
体
感
し
て
い
た
だ

け
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
空
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。
３
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
で
、
窓
の

外
に
様
々
な
樹
木
を
植
え
、
年
間
を
通
じ

て
実
が
な
り
、
花
が
咲
き
、
ミ
ツ
バ
チ
や

鳥
が
集
う
自
然
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
良

い
ベ
ッ
ド
を
選
ぶ
コ
ツ
は
、
実
際
に
寝
て

み
る
こ
と
。
豊
か
な
緑
が
広
が
る
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
、
心
ゆ
く
ま
で
マ
ッ
ト
レ
ス
の

寝
心
地
を
お
試
し
く
だ
さ
い
」

　
２
０
２
６
年
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向

け
、
次
代
を
担
う
製
品
開
発
に
も
力
を
注

ぐ
。

「
真
摯
で
丁
寧
な
も
の
づ
く
り
を
心
掛

け
、
上
質
な
マ
ッ
ト
レ
ス
製
造
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ッ
ド
を
越

え
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
弊
社

な
ら
で
は
の
経
験
と
技
術
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

で
す
。
機
械
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど

こ
か
で
何
か
置
い
て
く
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
創
立
90
周
年
を
記
念
し

て
、
手
づ
く
り
マ
ッ
ト
レ
ス
の
復
刻
版
に

挑
戦
し
ま
し
た
」

パ
イ
オ
ニ
ア
メ
ー
カ
ー
と
し
て

眠
り
か
ら
暮
ら
し
を
考
え
る

　

ベ
ッ
ド
生
活
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
昭
和
40
年
に
14
％
だ
っ
た
所
帯
別
の

普
及
率
は
、
平
成
17
年
調
査
で
は
60
．
１

％
と
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
消
費
動
向
調

査
）。

「
昔
は
出
張
で
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る
の

は
、
ほ
ぼ
男
性
で
し
た
。
男
性
が
ベ
ッ
ド

を
作
っ
て
、
男
性
が
評
価
す
れ
ば
良
か
っ

た
。
し
か
し
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、

女
性
が
経
済
力
を
持
ち
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊

す
る
女
性
客
の
比
率
が
増
え
た
今
、
ベ
ッ

ド
作
り
に
も
女
性
の
目
線
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
弊
社
で
は

20
数
年
前
に
女
性

に
よ
る
開
発
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、

20
代
か
ら
50
代
の

女
性
た
ち
の
意
見

を
参
考
に
商
品
開

発
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
は
男

性
に
比
べ
、
筋
肉

量
が
少
な
い
傾
向

に
あ
り
、
身
体
の

柔
ら
か
さ
が
特
徴

で
す
。
こ
れ
は
高

齢
者
に
も
当
て
は

ま
る
ん
で
す
ね
。

　
国
内
マ
ッ
ト
レ
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
日
本
ベ
ッ
ド
。
２
０
１
６
年

に
は
、
そ
の
原
点
と
も
言
え
る
手
づ
く
り

マ
ッ
ト
レ
ス
を
製
作
し
た
。

「
本
格
的
に
マ
ッ
ト
レ
ス
の
生
産
を
開
始

し
た
１
９
４
０
年
当
時
は
、
す
べ
て
が
手

づ
く
り
で
、
綿
や
羊
毛
、
馬
毛
な
ど
の
天

然
素
材
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
次
第
に

効
率
化
が
求
め
ら
れ
、
機
械
に
よ
る
量
産

へ
と
製
造
方
法
は
変
化
し
ま
し
た
が
、
職

人
の
手
で
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
贅
沢
な

天
然
素
材
を
使
っ
た
製
品
に
は
、
機
械
生

産
に
は
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
例
え
て

言
え
ば
、
ビ
ニ
ー
ル
傘
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

傘
の
違
い
。
使
い
捨
て
で
は
な
く
、
壊
れ

た
ら
修
理
を
し
て
長
く
使
い
続
け
る
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
回
転
寿
司
は
安
く
て
早

く
て
便
利
な
も
の
で
す
が
、
人
の
手
で
握

る
寿
司
に
は
適
度
な
空
気
が
入
り
、
ふ
わ

り
と
シ
ャ
リ
が
ほ
ぐ
れ
て
お
い
し
い
も
の

般
家
庭
に
比
べ
て
過
酷
な
環
境
で
使
用
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
寝
心
地

は
も
ち
ろ
ん
、
耐
久
性
や
掃
除
の
し
や
す

さ
ま
で
考
慮
し
、
見
え
な
い
部
分
ま
で
品

質
に
は
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」

　
日
本
ベ
ッ
ド
で
は
、
厳
選
し
た
原
材
料

を
使
用
し
、
国
内
の
自
社
工
場
の
厳
し
い

基
準
の
も
と
で
一
貫
し
た
生
産
を
行
い
、

高
い
安
全
性
を
実
現
し
て
い
る
。 

原
材

料
や
製
造
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
製
造
機
械

そ
の
も
の
を
自
社
で
開
発
し
、“
メ
イ
ド・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
”
を
貫
く
。

「
日
本
で
い
ち
早
く
ポ
ケ
ッ
ト
コ
イ
ル
を

導
入
し
た
の
も
、
並
々
な
ら
ぬ
“
寝
心
地

へ
の
こ
だ
わ
り
”
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
の
主
力
製
品
で
あ
る
『
シ
ル
キ
ー
ポ

ケ
ッ
ト
』
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
ス
プ

リ
ン
グ
を
つ
く
る
機
械
か
ら
開
発
を
行

い
、
完
成
ま
で
35
年
の
年
月
が
か
か
り
ま

し
た
」

も
の
づ
く
り
の
原
点
に
立
ち
返
り

本
物
の
快
適
さ
を
追
求
す
る

　
今
年
で
創
業
96
年
を
迎
え
た
「
日
本
ベ

ッ
ド
製
造
株
式
会
社
」。
帝
国
ホ
テ
ル
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
の
ホ
テ
ル
御
三
家
を
は
じ
め
と
し
た

国
内
一
流
ホ
テ
ル
で
愛
用
さ
れ
る
ほ
か
、

宮
内
庁
施
設
や
赤
坂
迎
賓
館
、
京
都
迎
賓

館
に
も
納
入
。
日
本
を
代
表
す
る
ベ
ッ
ド

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、高
い
品
質
と
信
頼
性
、

寝
心
地
の
良
さ
を
誇
る
。

「
明
治
の
後
期
、
ま
だ
日
本
が
畳
と
布
団

の
睡
眠
環
境
し
か
知
ら
な
か
っ
た
時
代

に
、
創
業
者
の
宇
佐
見
竹
治
は
、
帝
国
ホ

テ
ル
で
の
勤
務
を
経
て
、
商
社
マ
ン
と
し

て
英
国
に
赴
任
し
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
体

験
し
た
“
ベ
ッ
ド
で
眠
る
”
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
驚
き
と
感
銘
を
受
け
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
寝
具
を
日
本
に
広
め
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
帰
国
後
、
日
本
人
の
生

活
に
合
う
よ
う
、
ベ
ッ
ド
＆
マ
ッ
ト
レ
ス

と
い
う
寝
具
の
ス
タ
イ
ル
を
研
究
。
１
９

２
６
（
大
正
15
）
年
に
、
日
本
初
の
ベ
ッ

ド
製
造
会
社
『
日
本
羽
根
工
業
社
』（
後
の

日
本
ベ
ッ
ド
製
造
株
式
会
社
）
を
興
し
ま

し
た
。 

こ
れ
が
、
日
本
で
の
ベ
ッ
ド
の

歴
史
の
始
ま
り
で
す
。

　
竹
治
が
帝
国
ホ
テ
ル
の
ペ
ー
ジ
ボ
ー
イ

と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
か
ら
、
日
本
ベ

ッ
ド
の
基
本
に
は
“
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
”

が
あ
り
ま
す
。
快
適
な
眠
り
は
、
ホ
テ
ル

選
び
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
。
ホ
テ
ル
等
宿

泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
は
、
年
齢
、
性
別
、
国

籍
を
問
わ
ず
、
毎
日
体
型
の
異
な
る
た
く

さ
ん
の
方
が
ご
利
用
に
な
り
ま
す
し
、
一

質の良い眠りが人生を豊かにし、心身を健康へと導く。“Sleep as life 〜眠りか
ら暮らしを考える”をコンセプトワードに、上質な眠りのあり方を探求してきた
日本ベッド製造株式会社。代表取締役社長・宇佐見壽治氏に、日本で最も歴史あ
るベッドメーカーを支える匠の職人技とこだわり、今後の展望を伺った。

宇
佐
見
壽
治
氏

日
本
ベ
ッ
ド
製
造
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長▪宇佐見　壽治（うさみ　としはる）プロフィール

日本ベッド製造株式会社代表取締役社長。
1974年、慶應義塾大学法学部卒業。同年、日本ベッド製造
株式会社に入社。茨城工場で生産、品質管理業務に従事。
1979年JIS規格認定の取得。企画部商品開発室室長、開発部
部長、取締役開発部長など企画・開発部門に10年携わる。
1991年常務取締役兼営業本部長、2000年１月より現職。

取材：吉田眞紀子／文責：池上薫　　
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小
尾
雅
和
署
長

麻
布
税
務
署

文責：池上薫

本
年
７
月
に
麻
布
税
務
署
長
に
着
任
。
税

務
関
係
業
務
に
お
け
る
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
現
場
で
数
々
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
小
尾
雅
和
署
長
に
、
新
任
地
に
懸

け
る
思
い
や
今
後
の
抱
負
を
伺
っ
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
麻
布
法
人
会
会
長
　
稲
葉
秀
一
氏
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
現
場
か
ら
学
ん
だ

税
務
職
員
の
基
本
が
今
に
続
く
礎
に

　
こ
れ
ま
で
の
ご
経
歴
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

「
出
身
は
、
山
梨
県
笛
吹
市
で
す
。
１
９
８
３
（
昭

和
58
）
年
４
月
東
京
国
税
局
入
局
、
１
年
間
の
研
修

を
経
て
山
梨
県
の
大
月
税
務
署
、
資
産
課
税
部
門
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
大
月
税
務
署
は
総
勢

50
人
弱
の
小
世
帯
で
、
職
員
み
な
が
１
つ
の
フ
ロ
ア

で
顔
を
合
わ
せ
て
働
く
、
和
気
藹
々
と
し
た
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
し
た
。
ま
だ
代
表
電
話
受
付
が

な
く
、
外
線
電
話
を
取
る
の
は
新
人
の
役
目
。
電
話

の
応
対
を
通
じ
て
、
税
務
職
員
と
し
て
の
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
資
産
課
税
部
門
も
１
つ
だ

け
で
し
た
か
ら
、
事
務
全
般
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
月
税
務
署
時
代
の
３
年
間
が
今
に
繋
が
る
礎

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
武
蔵
府
中
税
務
署
に

異
動
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
３
ヶ
月
後
に
東
京
国

税
局
の
（
現
）
情
報
シ
ス
テ
ム
課
へ
。
情
報
シ
ス
テ

ム
に
係
る
仕
事
は
未
経
験
で
し
た
か
ら
、
専
門
用
語

も
分
か
ら
ず
、
ま
る
で
異
業
種
に
転
職
し
た
よ
う
な

気
持
ち
で
し
た
。
そ
の
後
、
通
算
で
28
年
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
職
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
」

　
麻
布
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

「
麻
布
法
人
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
租
税
教
育
、

税
の
啓
発
活
動
な
ど
へ
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
永
き
に
わ
た
る
税
務
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

（
青
年
部
会
）
に
お
い
て
は
、
時
代
を
担
う
子
供
達

の
た
め
の
独
自
の
「
租
税
教
室
」
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
学
校
関

係
者
か
ら
の
評
判
も
す
こ
ぶ
る
良
い
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
女
性
部
会
）
に
お
い

て
は
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
さ
れ
、
学
童
へ
の
租
税
教
育
活
動
に
力
を
注
い

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
優
秀
作
品
を
掲
載
し
た
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
は
、
す
ば
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
部
分
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
さ
ら
に
充
実
し
た
幅
広
い
活
動

を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
令
和
５
年
10
月
よ
り
、
消
費
税
の
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
昨
年
10
月
か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
の
受
付
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

法
人
会
の
皆
様
に
は
周
知
の
ご
協
力
な
ど
、
引
き
続

き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　
最
後
に
休
日
の
過
ご
し
方
、
ま
た
ご
趣
味
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね
て
の
旅
行
が

趣
味
で
し
た
が
、
今
は
妻
と
一
緒
に
旅
番
組
を
観
な

が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
ら
こ
こ
へ
行
こ
う
、

あ
そ
こ
へ
行
こ
う
と
話
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
珍
し
い
肴
を
取
り
寄
せ
、
日
本
酒
を
飲
む
の
が

楽
し
み
で
す
」

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式
が
定
着

し
、
会
食
や
イ
ベ
ン
ト
が
難
し
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
が
、
可
能
な
範
囲
で
、
密
度
の
高
い
関
係
性
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
税
務
行
政
は
職
員
の

み
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
納
税
者
の
皆
様
は
も

と
よ
り
関
係
民
間
団
体
の
方
々
の
協
力
が
な
け
れ
ば

な
し
得
な
い
も
の
で
す
。
麻
布
法
人
会
の
皆
様
と
共

に
、
新
し
い
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
望
ん
で
い
ま

一
人
ひ
と
り
が
主
体
性
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
関
係
な
く
改
善
点
や
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る

よ
う
な
環
境
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
で
き
る
。と
い
う
、職
場

環
境
づ
く
り
が
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

２
点
め
は
、
関
係
民
間
団
体
の
方
々
と
の
繋
が
り

　

Ｋ
Ｓ
Ｋ
（
国
税
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
）
は
、
全
国

12
ヶ
所
の
国
税
局
（
沖
縄
は
国
税
事
務
所
）
と
５
２

４
税
務
署
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
申
告
・
納
税

の
事
績
や
各
種
の
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
も
の

で
す
。
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
か
ら
導
入
準
備
が

進
め
ら
れ
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
全
国
へ
の

導
入
が
完
了
し
ま
し
た
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
か
ら
係
わ
り
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
す
る
と
、
業
務
や
サ
ー
ビ

ス
に
多
大
な
影
響
が
出
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
１
０
０

点
満
点
で
も
誉
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
99
点
だ
と
叱

ら
れ
る
。
常
に
緊
張
感
を
持
ち
、
ミ
ス
が
許
さ
れ
な

い
組
織
で
働
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

国
税
庁
、
国
税
局
で
の
情
報
シ
ス
テ
ム
業
務
を
主

軸
に
、途
中
、世
田
谷
税
務
署
、練
馬
東
税
務
署
（
副

署
長
）、
住
吉
税
務
署
（
署
長
）
な
ど
を
経
験
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
住

吉
税
務
署
で
す
。
住
吉
大
社
の
脇
に
あ
り
、
の
ど
か

な
環
境
が
魅
力
で
し
た
。
関
西
の
食
文
化
は
豊
か
で

す
よ
ね
。
肉
と
い
え
ば
牛
肉
。
カ
レ
ー
も
肉
じ
ゃ
が

も
、
豚
で
は
な
く
牛
。
お
で
ん
の
具
の
す
じ
も
、
魚

の
す
り
身
で
は
な
く
、
関
西
の
場
合
は
牛
す
じ
な
ん

で
す
ね
。
山
梨
県
出
身
の
私
に
は
珍
し
い
発
見
が
多

く
、
楽
し
い
経
験
で
し
た
」

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
を

　
麻
布
税
務
署
長
着
任
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

「
ま
ず
は
職
員
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

仲
間
意
識
を
持
ち
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
意
義

を
伝
え
ま
し
た
。職
員
み
な
が
仕
事
に
満
足
を
感
じ
、

チ
ー
ム
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
に
は
、

小尾署長と稲葉会長　　
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長
く
着
ら
れ
る
正
統
派
ス
ー
ツ
を

手
頃
な
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
で

　

オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
仕
立
て
と
聞
く

と
、
敷
居
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

「
Ⅰ
Ｎ
Ⅴ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｏ
」
の
店
内
に
は
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
テ

ー
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な

る
。

　
「
押
し
付
け
た
く
な
い
の
で
、
音
楽
と

ド
リ
ン
ク
が
あ
っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
形
に
し
た
か
っ
た
」

と
藤
田
氏
。

　
手
が
け
て
い
る
の
は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
良
く
、
若
い
層
に
も
取
り
入

れ
や
す
い
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
。
生
地
は

イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
揃
え
、

国
内
の
縫
製
工
場
で
仕
立
て
て
い
る
。
オ

ー
ダ
ー
の
流
れ
は
、
年
代
、
職
業
、
着
用

す
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ー
ズ
ン
、

予
算
、
ど
う
見
ら
れ
た
い
か
な
ど
、
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
繋
が
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
重

点
を
置
き
、
生
地
や
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

採
寸
、補
正
や
色
合
わ
せ
の
確
認
、縫
製
、

試
着
に
よ
る
最
終
確
認
、
納
品
と
な
る
。

金
額
的
に
は
平
均
15
万
円
前
後
が
主
で
、

顧
客
は
40
代
の
活
動
的
な
経
営
者
が
多
い

そ
う
。
ス
ー
ツ
に
合
わ
せ
た
靴
な
ど
も
特

別
プ
ラ
イ
ス
で
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
。

「
こ
の
仕
事
も
、
コ
ン
サ
ル
に
近
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
身
嗜
み
を
変
え

て
、
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
す
る

か
が
目
標
で
あ
っ
て
、
仕
立
て
た
ら
10
年

ほ
ど
着
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

方
が
10
年
先
に
ど
う
い
う
地
点
に
い
る
か

を
ご
相
談
し
な
が
ら
ス
ー
ツ
を
提
案
し
ま

す
。
Ｉ
Ｔ
と
ス
ー
ツ
と
い
う
手
段
の
違
い

だ
け
で
、
仕
事
の
内
容
は
同
じ
と
考
え
て

い
ま
す
」

正
し
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を

　
ス
ー
ツ
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
一
に

体
に
合
っ
て
い
る
こ
と
。
次
に
生
地
や
色

の
組
み
合
わ
せ
、
そ
し
て
、
着
る
状
況
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
基
本
だ
そ
う
で
、
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
で
は
、
見
た
目
の
派
手
さ
で
な

く
、
受
け
の
い
い
ダ
ー
ク
カ
ラ
ー
の
正
統

派
ス
ー
ツ
が
お
す
す
め
と
の
こ
と
。

「
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ

と
い
う
と
、つ
い
、派

手
さ
を
好
み
、
悪
目

立
ち
し
が
ち
で
す
。

目
立
つ
色
の
ボ
タ
ン

や
カ
ラ
ー
ス
テ
ッ
チ

な
ど
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
は
不
要
で
す
。
う

ち
で
は
、
３
つ
ボ
タ

ン
で
は
な
く
２
つ
ボ

タ
ン
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
歴
史
も
含
め

た
う
え
で
提
案
し
て
い
ま
す
。
元
々
３
つ

ボ
タ
ン
の
ス
ー
ツ
は
、
裾
が
も
っ
と
長
か

っ
た
の
で
す
。
今
の
裾
の
長
さ
で
３
つ
ボ

タ
ン
に
す
る
と
Ｖ
ゾ
ー
ン
が
狭
く
な
り
、

頭
が
大
き
い
日
本
人
の
場
合
、
顔
が
よ
り

大
き
く
強
調
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
必

ず
理
由
を
説
明
し
て
、
お
客
様
に
合
わ
せ

て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
解
消
し
て
い
く
提

案
を
し
て
い
ま
す
」

　
長
ら
く
デ
ジ
タ
ル
な
世
界
で
、
物
作
り

を
す
る
会
社
を
担
当
し
て
い
て
、
製
造
業

自
体
の
危
う
さ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

ア
パ
レ
ル
も
、
た
だ
売
れ
れ
ば
い
い
と
大

量
生
産
、
大
量
廃
棄
を
繰
り
返
し
、
本
来

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
考
え
方
の
も
と
に
作
ら

れ
て
い
た
ス
ー
ツ
も
、
今
で
は
使
い
捨
て

に
な
っ
て
い
る
と
、
憂
う
。

「
原
点
回
帰
し
、
ス
ー
ツ
も
き
ち
ん
と
し

た
作
り
方
を
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
が
ら

い
か
に
長
く
着
て
い
た

だ
く
か
が
課
題
で
す
。

お
客
様
に
は
お
手
入
れ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
ス

ー
ツ
の
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
紹
介
な
ど
も
し
て

い
ま
す
」

　
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え

る
な
ど
働
き
方
が
多
様
化
し
、
ス
ー
ツ
を

着
る
機
会
も
減
り
つ
つ
あ
る
。
身
嗜
み
に

無
頓
着
に
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
繋
が
る
ス
ー
ツ
を
誂
え
る
良
い
機
会

か
も
し
れ
な
い
。

　
外
苑
前
駅
か
ら
青
山
通
り
を
一
本
入
っ

た
路
地
に
店
を
構
え
る
「
Ⅰ
Ｎ
Ⅴ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ｏ
」
は
、
Ⅰ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
藤
田

亮
氏
が
３
年
前
に
立
ち
上
げ
た
オ
ー
ダ
ー

ス
ー
ツ
専
門
店
。
第
一
印
象
で
９
割
が
決

ま
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
身
嗜
み
は
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
武
器
と
な

る
。
装
い
に
よ
る
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
浸
透
し
て
い
る
欧
米
に
比
べ
、
日
本

人
は
身
嗜
み
へ
の
気
遣
い
が
圧
倒
的
に
足

り
な
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
引
け
を

取
ら
な
い
ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

ス
ー
ツ
で
表
現
す
る

　
外
資
系
Ｉ
Ｔ
企
業
で
14
年
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
経
験
を
積
み
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
系
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
転
職
し
た

藤
田
氏
。
あ
る
時
、
採
用
面
談
に
立
ち
会

う
機
会
が
あ
り
、
見
た
目
の
判
断
だ
け
で

不
採
用
に
さ
れ
る
現
場
を
目
の
当
た
り
に

し
た
そ
う
。

「
前
髪
が
目
に
か
か
っ
て
い
る
と
か
、
う

つ
む
い
て
い
る
の
で
何
を
話
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
と
か
、
不
要
な
と
こ
ろ
で
減

点
さ
れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
、

自
社
の
若
い
人
た
ち
に
対
し
て
、
身
嗜
み

を
教
え
る
と
こ
ろ
か
ら
入
り
ま
し
た
」

　
ま
ず
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

国
際
団
体
「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
」
日
本
支
部
の
会

長
に
教
え
を
乞
い
に
行
き
、
そ
の
後
、
老

舗
の
テ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
、
ス
ー
ツ
で
個

人
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。

　
西
麻
布
交
差
点
か
ら
ほ
ど
近
い
ビ

ル
の
地
下
に
あ
る
「
ハ
イ
フ
ィ
ジ
オ 

ラ
ボ
」
は
、
数
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
河
井
洋
次
氏
が
、

２
０
２
１
年
に
立
ち
上
げ
た
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ム
。
予
防

医
学
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
観
点
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
身

体
の
状
態
に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
鍼
灸
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
治
療
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の

ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

は
じ
め
、
腰
痛
や
肩
凝
り
に
悩
む
シ
ニ
ア

ま
で
、
幅
広
い
層
の
生
活
の
質
を
上
げ
る

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
現
場
で

培
っ
た
知
識
と
経
験
を
糧
に

　
学
生
時
代
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目

指
し
て
い
た
河
井
氏
。
怪
我
で
苦
し
ん
だ

時
期
が
あ
り
、
当
時
の
リ
ハ
ビ
リ
の
や
り

方
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
探

し
て
み
た
が
、
真
っ
当
な
ト
レ
ー
ナ
ー
に

出
会
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ

う
。
怪
我
か
ら
復
帰
し
て
も
い
い
成
績
が

残
せ
ず
、
日
本
で
プ
ロ
に
な
る
に
は
限
界

を
感
じ
て
い
た
時
、
ア
メ
リ
カ
に
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
渡
米
を
決
意
す
る
。

「
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
ど
こ
ま
で
行
け
る

か
試
し
た
く
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
勉

強
し
な
が
ら
プ
ロ
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
夢
を
叶
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

と
し
て
、
他
の
人
を
輝
か
せ
る
こ
と
を
や

ろ
う
と
思
い
、
帰
国
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ナ
ー
の
道
を
模
索
し
ま
し
た
」

　
当
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

や
ト
レ
ー
ナ
ー
業
務
を
専
門
と
す
る
企
業

が
日
本
に
は
殆
ど
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
携
わ
る
会
社
に
就
職

が
決
ま
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
体
格
の
選
手
が
、
い
ろ
い

ろ
な
怪
我
を
負
い
な
が
ら
倒
し
合
う
コ
ン

タ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し

て
の
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
魅
力
的
な

仕
事
で
し
た
」

　
し
か
し
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
徐
々
に
自
分
の
や

り
方
と
会
社
の
考
え
方
に
相
違
が
生
じ
は

じ
め
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
、シ
ニ
ア
、各
々
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
ベ
ス
ト
を
追
求

「
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
親
戚
や
知
人
、
引

退
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
、
腰
や
膝

が
痛
い
と
よ
く
相
談
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
も
一
般
の

方
も
、
競
技
と
日
常
生
活
と
い
う
ス
テ
ー

ジ
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
と
い
う
意

味
で
は
同
じ
で
す
か
ら
。
む
し
ろ
一
般
の

方
の
ほ
う
が
、
痛
み
の
原
因
が
は
っ
き
り

し
な
い
の
で
、
よ
り
必
要
性
を
感
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
さ
な
い
手

は
な
い
と
考
え
、
起
業
を
決
め
ま
し
た
」

　
今
で
は
、
数
多
く
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ム
が
存
在
す
る
が
、
ト
レ

ー
ナ
ー
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
内
容
は
大

き
く
異
な
る
と
い
う
。「
ハ
イ
フ
ィ
ジ
オ 

ラ
ボ
」
で
は
、
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お

客
様
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
完
全
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
毎

回
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
は
行
わ
な
い
の
が
特
徴
。

「
鍼
灸
師
の
資
格
も
持
っ
て
い
る
の
で
、

痛
み
が
あ
る
場
合
は
、
緩
和
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
ど
う
動
け
ば
効
率
的
に
痛
み
が

な
く
な
る
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
機

能
回
復
を
セ
ッ
ト
で
進
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が

『
ハ
イ
フ
ィ
ジ
オ
』

と
い
う
店
名
の
由

来
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
と
、
筋
力
ア
ッ

プ
の
た
め
の
、
き

つ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
想
像
し
が
ち
だ

が
、や
み
く
も
に
筋
肉
量
を
増
や
し
て
も
、

い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
つ
な
が
ら
な

い
の
だ
と
か
。

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
場
合
、
筋
力
、
テ
ク
ニ

ッ
ク
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
、
戦
術
が
う
ま
く

組
み
合
わ
さ
っ
て
、
初
め
て
一
流
の
選
手

に
な
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
筋
力
だ
け
鍛
え

て
も
効
果
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
」

　
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
全
体
的
な

身
体
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
個
人
個
人
の

目
標
に
合
わ
せ
て
ベ
ス
ト
な
状
態
に
導
く

こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
継
承
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
も
注
力

　
こ
れ
か
ら
は
、
子
供
た
ち
に
も
っ
と
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
熱
量
、
感
動
と
い
っ

た
Ａ
Ｉ
で
は
測
れ
な
い
も
の
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
河
井
氏
。

「
将
来
的
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
ど

ん
ど
ん
世
界
に
踏
み
出
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
の
で
、
そ
の
た
め
の
手

助
け
が
で
き
れ
ば
…
…
」

　
以
前
教
え
て
い
た
ア
ス
リ
ー
ト

の
子
供
た
ち
も
通
っ
て
来
て
い
る

そ
う
で
、
こ
こ
か
ら
未
来
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
誕
生
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
。

企

業

訪

問

1976年生まれ。神奈川
県藤沢生まれ。
新卒から外資IT企業に勤
務し、大手製造業のITを
専門としてDX化推進や
業務改善コンサルタント
として活躍した。同時期
に、所属企業内でコンサ
ルタントの価値を上げる
ため、国際イメージコン
サルティングの元会長を
師事し、多くの経営者が
通う某テーラーを師事し
た。2021年からテーラ
ーとして現店舗を構え、
法人化し、現在に至る。

藤田 亮
ふじた　あきら

河井 洋次
かわい　ひろつぐ

企

業

訪

問

Body Works株式会社 代表取締役
サッカー、アメフト、ラグビー、バ
スケットボールなどのプロスポーツ
チームを中心に、19年間で約20チ
ームのマネジメントとトレーナー業
務を担う。今後はそれらの経験を活
かし、ジュニアからシニアまで幅広
い年齢層のアスリート育成や予防医
療の実践、またアスレチックマイン
ドを取り入れた豊かなライフスタイ
ルを提唱していきたいと思ってい
る。鍼灸師でもある。
過去担当チーム
サッカー
・リーグ大宮アルディージャ
　（トップ・育成）　他
アメリカンフットボール
・アサヒビールシルバースター
・日本代表チーム　他
ラグビー
・キャノンラグビー
・法政大学ラグビー部　他
バスケットボール
・TOYOTA　アルバルク
・日本大学バスケットボール部　他

年齢・運動レベルを問わず
人生の質を向上させるトレーニングを提供
Body Works株式会社
HYPhysio.Lab. ハイフィジオ ラボ
TEL：03－5962－6420
https://hyphysio.com/

個室

グローバルで戦える
ビジネススーツを提案
INVERNO
https://www.inverno.co.jp

取材：内田泰介／文責：秋山美英取材：弦巻充樹／文責：秋山美英
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法定調書の作成と提出に関するお願い

　令和４年分の法定調書（源泉徴収票及び支払調書）の作成と提出に当たっては、次の
点にご留意願います。

①　提出する法定調書の下部にある整理欄には、次の番号を正しく記載してください。
　　◆整理欄①・・・「０１１１３」（麻布税務署の署番号です。）
　　◆整理欄②・・・法定調書合計表右上の「整理番号」（８桁）です。

②　法定調書の提出枚数は１枚ですが、日本と情報交換に関する租税条約を締結してい
る国に住所がある方（非居住者の分）については、同じものを２枚提出してください。

③　法定調書の提出に当たっては、税務署から後日お送りする「法定調書合計表」に所
要の事項を記載の上、一緒に提出してください。

④　法定調書の提出範囲等の詳しい内容については、国税庁ホームページに掲載される
「令和４年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」を参照してく
ださい。

⑤　光ディスク等（CD、DVD、FD、MO）により、法定調書を提出することができます
　（合計表は紙による提出となります）。なお、初めて光ディスク等で提出する際は、事

前に「支払調書等の光ディスク等による提出承認申請書」の提出が必要になります。
　（詳しくは、http://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hotei/7451.htm）

⑥　法定調書の種類ごとに、前々年の提出すべきであったその法定調書の枚数が100枚
以上である法定調書については、e-Tax、光ディスク等又はクラウド等による提出が
義務付けられています（来年の提出については、令和３年に提出した枚数で判定する
ことになります）。

⑦　法定調書には、個人番号又は法人番号の記載が必要です。
　（詳しくは、http://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/hotei/mokuji.htm）

法定調書は、e-Taxでの提出が便利です。ぜひご利用ください。

令和４年分の法定調書の提出期限は、令和５年１月31日（火）です。

「年末調整のしかた」、「源泉徴収税額表」及び
「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引き」の

一律送付の見直しについて

　経済社会のデジタル化が一段と進展する中、行政についてもデジタル化を進めていくことが重要
となっており、国税庁における年末調整に関する情報提供についても、デジタル化に転換していく
必要があるところです。
　こういった状況を踏まえ、昨年以降年末調整に係る情報提供体制についてこれまでの大規模集合
方式による情報提供体制から、デジタル技術を駆使した情報提供体制（動画配信を中心とした「い
つでも」「どこからでも」必要な情報を得られるような体制）へ移行しているところですが、あわせ
て社会全体の効率化及び行政コスト抑制の観点から、これまで源泉徴収義務者の皆様に一律送付し
ていた標記のパンフレット等に代えて「リーフレット」を一律送付することとし、このリーフレッ
トにおいて、年末調整の手順や法定調書の作成のしかた等を解説した動画やパンフレット等を掲載
した国税庁ホームページ（年末調整がよくわかるページ）を案内するとともに、税制改正に関する
情報などをお知らせすることとしました。
　なお、年末調整に関する動画や各種情報については、国税庁ホームページに年末調整特集ページ

（https://www.nta.go.jp//users/gensen/nencho/index.htm）を作成していますので、こち
らのページをご覧ください。
　ご不明な点がございましたら、下記までお願いします。
■源泉所得税関係　麻布税務署（源泉所得税担当）　　　　 03（3403）0591
■法定調書関係　　麻布税務署（管理運営部門）　 　　　　03（3403）0591
※税務署へのお問合せは、自動音声案内に従い、「２」番（税務署）を選択してください。
　　なお、年末調整のしかたなど国税に関する一般的なご相談については「１」番を選択し、電話
　相談センターをご利用ください。
■給与支払報告書及び住民税特別徴収関係　港区（税務課）03（3578）2111　内線2593～2598
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2600～2608

年末調整の電子化について

　年末調整手続を電子化することにより、各種控除額の計算や控除証明書等のチェックが削減され
るなど、年末調整手続が簡便化できます。詳しくは、国税庁ホームページ「年末調整手続の電子化
に向けた取組について」をご覧ください。

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nenmathu/nencho.htm）

キャッシュレス納付について

　源泉所得税の納付は、①金融機関や税務署等の窓口に赴く必要がなく、②自宅や事務所などから
納付手続が可能な非対面の「キャッシュレス納付」が便利です。詳しくは、国税庁ホームページ「源
泉所得税の納税手続」をご覧ください。

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index/gensen_nouzei/cashless.htm）
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税理士　渡辺 由紀子

４月19日最高裁判決を
どう考えるか

　
税
理
士
は
法
律
の
専
門
家
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
判
決
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
税
法
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
、過
去
の
判
例
や
通
達
は
ど
う
な
の
か
、

現
実
の
申
告
を
控
え
苦
闘
し
悩
み
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
個
別
事
案
に
沿
っ
て
悩

む
ほ
か
な
い
と
い
う
の
が
私
の
結
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
概
要
】

　
４
月
19
日
の
最
高
裁
判
決
は
、
納
税
者
敗
訴
の
結
果
と
な
り
追
徴
課
税
が
約
3

億
円
と
な
っ
た
。
課
税
庁
と
納
税
者
で
争
っ
て
い
た
の
は
相
続
財
産
の
う
ち
不
動

産
の
評
価
額
に
つ
い
て
財
産
評
価
基
本
通
達
の
定
め
に
よ
る
べ
き
か
、
不
動
産
鑑

定
評
価
に
よ
る
評
価
に
よ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
納
税
者
は
財
産
評

価
基
本
通
達
に
よ
る
評
価
額
を
主
張
し
、
課
税
庁
で
は
不
動
産
鑑
定
評
価
に
よ
る

評
価
額
に
よ
っ
て
評
価
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
し
た
。

　
前
提
で
あ
る
相
続
税
法
で
は
財
産
の
評
価
は
「
時
価
」
に
よ
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
「
時
価
」
に
ど
の
よ
う
な
評
価
を
採
用
す
る
の
か
は
個
別
具
体
的
に

定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
争
点
と
な
っ
た
。
納
税
者
が
採
用
し
た
評
価

方
法
は
財
産
評
価
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一
般
的
に
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
評
価

方
法
で
あ
り
、
課
税
庁
が
採
用
し
た
方
法
は
実
際
の
不
動
産
取
引
価
格
に
近
い
と

さ
れ
る
不
動
産
鑑
定
に
よ
る
評
価
方
法
で
あ
っ
た
。

　
課
税
庁
が
納
税
者
の
採
用
し
た
評
価
方
法
は
妥
当
で
は
な
い
と
し
た
の
は
一
般

的
に
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
評
価
方
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と

が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
「
特
別
の
事
情
」
が
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
今
回
の
訴
訟
で
は
以
下
の
複
合
的
な
事
実
を
鑑
み
て
「
特
別
な
事
情
」
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
私
が
こ
の
判
決
に
注
目
し
て
い
た
の
は
、
現
実
に
は
納
税
資
金
確
保
の
た
め
等

に
よ
り
相
続
が
発
生
し
て
か
ら
申
告
期
限
ま
で
の
間
に
相
続
財
産
を
売
却
す
る
こ

と
が
あ
り
、
明
ら
か
に
申
告
に
採
用
し
た
相
続
税
評
価
額
と
売
却
時
価
に
乖
離
が

あ
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
売
却

時
価
に
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
こ
の
判
決
に
よ
り

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
と
懸
念
し
て
い
た
た
め
で
す
。
冒
頭
に
記
し
ま
し
た
現
実

の
申
告
に
つ
い
て
は
既
に
結
論
が
出
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
個
別
事
案
に
沿
っ
て

妥
当
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

１．不動産評価額と購入時期

２．A不動産購入の９か月前に孫と養子縁組
３．相続発生の９か月後に不動産を売却
４．銀行からの融資目的に「相続対策」と記載
５．一連の取引によって相続税額が０円となった

購入時期（相続前）

取得価額

財産評価基本通達

不動産鑑定評価

A不動産

3年5か月前

8億3,700万円

2億円

7億5,400万円

B不動産

2年6ヵ月前

5億5,000万円

1億3,000万円

5億1,900万円

合計

―

13億8,700万円

  3億3,000万円

12億7,300万円
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ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
青
山
に
て
、
２
０
２

０
年
１
月
以
降
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
新
入
会
員
の

皆
様
を
お
迎
え
し
、
新
入
会
員
を
囲
む
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　
新
会
員
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１
分
間
の
自
己
紹

介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し
い
新

入
会
員
の
方
に
お
入
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
思
わ
ず

聞
き
い
っ
て
し
ま
う
場
面
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
・
支
部
・
部
会
・
同
好
会
の
ご

案
内
を
し
ま
し
た
。
麻
布
法
人
会
の「
組
織
」や「
人
」

を
「
機
能
」
や
「
地
域
」
や
「
趣
味
」
な
ど
の
軸
で

新
入
会
員
の
方
々
に
概
略
知
っ
て
い
た
だ
く
事
が
出

来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
新
入
会
員
に
と
っ
て
も
既
存
の
会
員
に
と
っ
て
も

久
し
ぶ
り
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
坂
本
理
事
の
名
司
会
ぶ
り
も
見
事
で
し
た
。

　
ま
た
、
自
由
交
流
タ
イ
ム
に
は
参
加
者
皆
様
の
公

私
に
渡
る
幅
広
い
情
報
交
換
も
行
わ
れ
、
主
催
の
組

織
強
化
委
員
会
の
期
待
と
想
像
を
超
え
た
盛
り
上
が

り
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　
時
節
柄
、
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
て
の
開
催
で

し
た
が
、
新
会
員
36
名
、
既
存
会
員
19
名
の
計
55
名

と
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
安
全
に
か
つ
楽
し

く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
参
加
の
皆
様
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
も
、
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
、
お
役
に
立
つ

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
下
さ
い
！

組
織
強
化
委
員
長　
竹
内
敬
雄

　
日
頃
か
ら
法
人
会
活
動
に
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
長
ら
く
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
朝
会
を
久
々
に

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
場
所
は
六
本
木
ア
マ
ン
ド
の
２
階
を
お
借
り
し
て
、
８
時
か
ら
９
時
30

分
で
ア
マ
ン
ド
様
の
美
味
し
い
モ
ー
ニ
ン
グ
を
食
べ
な
が
ら
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
朝
会
は
昔
か
ら
人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
も
30
名
と
い

う
枠
で
し
た
が
、
募
集
し
た
翌
日
に
は
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　
六
本
木
ア
マ
ン
ド
と
言
え
ば
、
皆
さ
ま
ご
存
じ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

意
外
に
も
中
に
入
っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
多
く
、
お
恥
ず
か
し
な
が
ら
私

も
朝
会
を
や
る
よ
う
に
な
り
初
め
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
人
も
ま
ば
ら
な
早
朝
の
時
間
で
し
た
が
、
ア
マ
ン
ド
で
は
熱
く
情
報
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
に
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
、
自

社
の
紹
介
や
ご
自
身
の
趣
味
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
非
常
に
興
味
深
い
話
や
、

こ
ん
な
一
面
も
あ
っ
た
の
か

と
、
朝
か
ら
非
常
に
楽
し
い
時

間
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
貴
重
な
朝
の
時
間
を
有
効

活
用
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

厚
生
共
益
事
業
委
員
長　

堀
場
功
一
郎

組
織
強
化
委
員
会

厚
生
共
益
事
業
委
員
会

朝会
令和４年９月14日　六本木アマンド

新入会員を囲む会
令和４年７月７日

ロイヤルガーデンカフェ青山
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し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
た
体
験
研
修
で
す
が
、
生
憎
の
雨
の
中
21
名
の
参
加
者
と
共

に
久
し
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
富
今
昔
村
は
、
産
業
廃
棄
物
事
業
者
の
石
坂
産
業
㈱
が
自
然
と
の
調
和
を
目
指
し
て

２
０
１
６
年
に
運
営
を
開
始
し
た
産
業
廃
棄
物
工
場
敷
地
内
に
あ
る
里
山
で
す
。
私
た
ち

が
日
々
廃
棄
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
い
る
当
事
者
が
、
環
境
破
壊
を
も
た
ら
す
ゴ
ミ

に
つ
い
て
考
え
、
社
会
変
革
を
目
指
し
て
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
メ
ー

カ
ー
が
作
る

⇐

私
た
ち
が
使
う

⇐

廃
棄
す
る
」
と
い
う
現
在
の
循
環
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
体
が
問
題
意
識
と
責
任
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
で
き
る
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
最
終
処
分
場
に
い
く
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
ご
み
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
様
々
な
取
り
組
み
や
気
づ
き
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
産
業
廃
棄
物
施
設
は
地
域
か
ら
の
嫌
わ
れ
者
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今
ま
で
ご
み
の
山

に
な
っ
て
い
た
場
所
を
里
山
に
変
え
、
地
域
開
放
や
環
境
教
育
に
取
り
組
み
、
非
常
時
に

は
一
帯
を
賄
え
る
の
蓄
電
池
施
設
を
持
つ
、
等
の
企
業
努
力
の
結
果
、
地
域
か
ら
歓
迎
さ

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
業
界
で
す
が
、
当
日
案
内
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
才
能
溢
れ
る
入
社
２
年
目
の
女
性
か

ら
は
、
自
社
の
未
来
に
つ
い
て
の
希
望
と
、
そ

れ
を
担
う
責
任
感
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
，Ｓ
の
示
す
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持

続
可
能
社
会
）
か
ら
、
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
再
生
社
会
・
循
環
型
社
会
）
へ
と
時
代
は
移

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
自

分
事
と
し
て
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
、
麻
布
法
人
会
ら

し
い
、
そ
し
て
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
ら
し
い
素
晴

ら
し
い
体
験
学
習
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
部
会
長　
水
野
成
美

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
企
画
体
験
研
修

～
石
坂
産
業
㈱
・
三
富
今
昔
村
～

葉山国際カンツリー倶楽部
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10
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰
、
３
年
ぶ
り
に
み
な
と
区
民
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
し
ば
ら
く
中
止
が
続
い
て
い
た
が
、
一
時

の
混
乱
も
多
少
お
さ
ま
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
に
至
っ
た
も
の
だ
。
コ
ロ
ナ

前
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
税
金
ク
イ
ズ
、
紙
芝
居
な
ど
が
好
評
で
多
く
の

人
が
ブ
ー
ス
に
集
ま
り
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
区
民
ま
つ
り
だ

が
、
今
回
は
感
染
の
再
拡
大
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
留
意
が
求
め
ら
れ

る
た
め
従
来
の
内
容
か
ら
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。
ご
承
知
の
通
り
、

当
イ
ベ
ン
ト
は
麻
布
法
人
会
だ
け
で
な
く
東
京
税
理
士
会
麻
布
支
部
、
麻

布
間
税
会
、
麻
布
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の
合
同
開
催
と
な
る
。
開
催

の
数
か
月
前
か
ら
始
ま
っ
た
関
係
団
体
の
皆
様
と
の
合
同
会
議
で
は
、
密

に
よ
る
感
染
拡
大
を
招
か
ず
如
何
に
魅
力
あ
る
ブ
ー
ス
と
す
る
か
様
々
な

意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
悩
み
知
恵
を
出
し
あ
っ
た
結
果
、
各
団
体
の
活
動

を
知
っ
て
頂
く
「
展
示
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
開
催
中
止
と
な
る
可
能
性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
の
準

備
で
は
あ
っ
た
が
、
公
益
事
業
委
員
の
重
松
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
サ

ン
エ
ー
の
内
田
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
素
晴
ら
し
い
展
示
物
が
仕
上
が

り
、
法
人
会
の
活
動
を
知
っ
て
頂
く
ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
的
だ
っ
た
。

　
当
日
は
幸
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
明
る
く
開
放
さ
れ
た
表
情
を

見
な
が
ら
、や
っ
ぱ
り
お
祭
り
は
い
い
な
、と
感
じ
た
二
日
間
で
あ
っ
た
。

　
麻
布
税
務
署
か
ら
は
小
尾
署
長
を
は
じ
め
現
役
幹
部
の
方
々
、
歴
代
署

長
の
方
々
な
ど
多
数
の
方
が
ご
来
場
さ
れ
エ
ー
ル
を
お
送
り
下
さ
っ
た
。

　
難
し
い
判
断
を
求
め
ら
れ
る
中
で
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ

り
様
々
な
工
夫
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
の

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
も
な
っ
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
来
年
は
更
に
賑
わ
い
の
増
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
祈

り
た
い
。

公
益
事
業
委
員
長　
志
賀
律
子

公
益
事
業
委
員
会

２
０
２
２

み
な
と
区
民
ま
つ
り
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毎
年
恒
例
の
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
勉
強
会
が
７
月
12
日
に
六
本

木
協
働
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
42
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
近
年
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
や
健
康
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
多
く

の
企
業
や
団
体
で
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
益
々
そ
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
て
き
て
い
る
『
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』。
今
回
は
講
師

に
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
岡
田
有
加
氏
を
お
招
き
し
、「
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
～
目
指
せ
！
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
で
健

康
経
営
～
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
４
、
５
名
に
分
か
れ
て
怒
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
や
、
こ
の
１
週
間
で
怒
っ
た
こ
と
な
ど
を
出
し
合
い
発

表
し
、
思
わ
ず
び
っ
く
り
す
る
様
な
内
容
も
あ
り
な
が
ら
、
怒
り

の
本
質
や
怒
り
が
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る

幾
重
も
の
対
処
方
法
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
個
人
的
に
は
講
演
の
中
で
「
怒
り
」
は
無
く
す
こ
と
は
不
可
能

で
、
ま
た
無
く
す
必
要
も
な
い
。
た
だ
正
し
く
向
き
合
い
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
の
な
い
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
言
葉
に
非
常
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
勉
強
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
講
師
へ
非
常
に
た
く
さ
ん
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
と
て
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
皆
様
に
役
立
つ
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ　
事
業
委
員
長　
中
西
謙
太

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ  

勉
強
会

令
和
４
年
７
月
12
日　
六
本
木
協
働
ス
ペ
ー
ス

　

麻
布
法
人
会
サ
ン
エ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
の
勉
強
会
と
し

て
、
今
話
題
の
探
求
学
舎
の
創
設
者
で
あ
る
宝
槻
先
生
を
講
師
と

し
て
お
呼
び
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
子
供
に
学
び
へ
の
興
味
が
溢
れ
出
す
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」

～
好
奇
心
を
育
む
親
の
あ
り
方
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
港
区
教
育

委
員
会
の
後
援
も
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
宝
槻
先
生
は
、
情
熱
大
陸
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
教
育
界

に
お
け
る
改
革
者
と
し
て
注
目
度
が
高
く
、
こ
こ
数
ヶ
月
だ
け
で

も
、
世
界
一
受
け
た
い
授
業
、
サ
ン
デ
ー
ジ
ャ
ポ
ン
、
Ｎ
ス
タ
、

ひ
る
お
び
な
ど
の
番
組
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
覚
え
る
こ
と
や

正
解
を
出
す
こ
と
以
上
に
、
驚
い
た
り
、
感
動
す
る
こ
と
に
重
点

を
お
く
、
ま
る
で
一
本
の
映
画
を
み
て
い
る
よ
う
な
感
情
を
ゆ
さ

ぶ
る
体
験
学
習
が
と
て
も
人
気
で
す
。

宝
槻
泰
伸
氏 

講
演
会

「
子
供
に
学
び
へ
の
興
味
が
溢
れ
出
す  

世
界
一
受
け
た
い
授
業
」

　
～
好
奇
心
を
育
む
親
の
在
り
方
～

　
令
和
４
年
９
月
６
日

　
講
演
会
に
は
小
学
生
を
中
心
と
し
た
子
供
達
に
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
活
き
活
き
と
し
た
表
情
で
楽
し
く

学
ぶ
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
最
初
は
受
け
身
だ
っ
た
子

も
、
徐
々
に
前
の
め
り
に
参
加
し
始
め
、
最
後
は
積
極
的
に
手
を

あ
げ
て
発
言
し
て
い
る
姿
に
、
親
御
さ
ん
が
大
変
驚
い
て
い
ま
し

た
。学
ぶ
こ
と
の
本
質
的
な
意
味
と
価
値
を
子
供
達
だ
け
で
な
く
、

我
々
大
人
も
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ　
白
本
鐘
一
郎

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ 

50
周
記
念
記
念
式
典

日
程
／
令
和
５
年
３
月
28
日
㈫　
16
：
00
～

会
場
／
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

　
　
　
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

内
容
／
50
周
年
記
念
講
演
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を

　
　
　
開
催
い
た
し
ま
す
。
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　2022年度、サンエー・クラブ
（青年部会）が50周年を迎えまし
た。諸先輩方が築き上げて来られ
た半世紀を、さらに100年に向け
て日々試行錯誤しております。来
年3月には記念式典も開催予定で
すので、皆様奮ってご参加下さい。
　50周年と言えば、今年ドゥー
ビー・ブラザーズ＆マイケル・マ
クドナルドが、結成50周年を記
念するリユニオン・ツアーを再開
させたニュースが入ってきまし
た。来年あたり日本にもくるので
は、と期待されています。
　彼らはメンバーチェンジが激し
いバンドとして知られていて、ず
っとバンドにいるのは一人しかい
ません。しかし、いったん脱退し
たメンバーが正式メンバーとして
復帰したり、ステージやレコーデ
ィングに参加したりと、現メンバ
ー、元メンバーも含めて非常に友
好的で、過去在籍したメンバーす
べてが「ファミリー」のような関
係にあるようです。
　麻布法人会も、いつでもだれで
も集える「ファミリー」のような
存在になりたいものです。

広報委員　前畑隆之　　　　　

　
東
京
メ
ト
ロ
赤
坂
見
附
駅
は
、
地
下
鉄
銀
座
線
と
丸
ノ
内
線
と
の
乗
換
駅
で
、

日
々
多
く
の
乗
降
客
の
姿
が
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
駅
の
構
造
は
二
階
建
て
、
各
階
一
面
二
線
の
島
式
ホ
ー
ム
（
二

つ
の
線
路
の
間
に
ホ
ー
ム
が
構
造
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
駅
で
は
、
行
先
は
違
い
ま
す
が
、
銀
座
線
・
丸
ノ
内
線
双
方
の
進
行
方
向

が
同
じ
で
、
同
じ
階
の
ホ
ー
ム
で
乗
り
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
利
便
性
が
高

い
の
で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
様
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
赤
坂
見
附
駅
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）、
当
時
の
東
京
高
速
鉄
道
渋

谷
線
の
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　
東
京
高
速
鉄
道
は
、
現
在
の
東
急
電
鉄
の
事
実
上
の
創
業
者
、
五
島
慶
太
が
経

営
し
て
い
た
鉄
道
会
社
で
、
新
橋
～
渋
谷
間
を
結
ぶ
渋
谷
線
（
現
在
の
銀
座
線
の

一
部
）
と
、
赤
坂
見
附
～
新
宿
間
を
結
ぶ
新
宿
線
（
現
在
の
丸
ノ
内
線
の
一
部
）

の
敷
設
を
計
画
し
、そ
の
両
線
の
分
岐
駅
と
し
て
同
駅
が
造
ら
れ
、こ
の
時
渋
谷・

新
宿
方
面
と
新
橋
方
面
と
を
、
別
々
に
す
る
二
階
建
て
構
造
と
な
り
ま
し
た
。

　
渋
谷
線
側
の
ホ
ー
ム
は
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
事
業
主
体
の
変

化
や
戦
況
の
悪
化
な
ど
が
続
き
、
新
宿
線
側
の
工
事
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
、
現
在
の
丸
ノ
内
線
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
際
、
新
宿
線
用
に
造
ら
れ
て
い

た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
銀
座
線
の
車
両
の
大
き
さ
の

違
い
や
乗
降
客
増
加
の
予
測
か
ら
、
ホ
ー
ム
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
ホ
ー
ム
に
立
つ
と
、
銀
座
線
側
に
柱
が
二
本
、
そ
し
て
間
を
空
け
て
丸

ノ
内
線
側
に
柱
が
一
本
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
が
、
柱
が
二
本
の
部
分
が
、

当
初
の
ホ
ー
ム
の
幅
で
す
。

　
赤
坂
見
附
駅
の
Ｙ
字
型
分
岐
構
造
は
、
昭
和
初
期
に
あ
っ
て
は
、
将
来
を
見
据

え
た
画
期
的
な
造
り
で
、
九
十
年
近
く
経
っ
た
今
日
で
も
、
人
流
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

山本閉留巳 広報委員

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
～
翌

年
３
月
、
途
中
入
会
は
月
割
り
）
を

一
括
に
て
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ

り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の

年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口

座
引
落
を
ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
当
年
度
分
の
振
込
用
紙
を
発

送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　  　2022年７月〜９月

法人名
INVERNO(同)
Dual life Partners㈱
㈱医療環境整備
㈱ジオベック
㈱ステータス
FAパートナーズネットワーク㈱
Sky Yard Property㈱
(医)伸悠会奥村歯科医院
(同)Goofy Gooby
MAKETH㈱
㈱K-51インターナショナル
㈱ベターリビングベストライフ

代表者
藤田　　亮
矢野名都子
坂井　　等
望月　雅彦
松木　圭一
井上　善規
菅原　　瞳
奥村　　親
瀧野　　茜
池山　　翔
川崎　浩一
森本　伸器

連絡先住所
港区南青山2-22-2-1F
港区南青山2-2-6-702
港区赤坂3-9-4-5F ミツケサロン内
渋谷区東3-12-12-1F
港区麻布十番1-7-3-6F
港区南青山2-2-15-942
港区新橋3-1-11-6F
新宿区揚場町2-20-2F
港区南青山3-3-3
港区西麻布1-4-36-513
港区芝5-36-7-2F
品川区上大崎1-20-31-314

業種
オーダーメイドの洋装、イメージコンサルタント 他
不動産、ITサービス  
医療・福祉
美容業界向け店舗管理システム開発、レンタルサロン運営他
広告代理業&人材派遣業 
ソフトウェアの開発、製造
不動産業
歯科医療
イメージブランディング会社･クリエイティブカンパニー
小売業
オーダースーツ・メンズ衣料販売 
不動産管理

連絡先TEL
070-8406-3629

03-5786-3211
03-6403-9497
03-6672-2471
03-3267-3455
050-5527-0764

03-5439-4951
03-3446-7397

新会員の
ご紹介

　中小企業者向け省エネ促進税制
　～法人事業税・個人事業税の減免～
　東京都では、中小企業者が行う省エネ設備等の取得を支
援するため、法人事業税、個人事業税を減免しています。
　詳細は、東京都主税局HP

「＜東京版＞環境減税について」
をご覧ください。

　問合せ：〇中小企業者向け省エネ促進税制について
　　　　　　港都税事務所03（5549）3800（代表）
　　　　　　主税局課税部（法人）03（5388）2963
　　　　　　主税局課税部（個人）03（5388）2969
　　〇地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器について
　　　クール・ネット東京　03（5990）5091

　東京ゼロエミ住宅の新築に対する不動産
　取得税（家屋）を減免します（23区内）
　減免の対象と額は以下のとおり
　　減免の対象：太陽光発電システムの設置など、一定の
　　　　　　　　要件を満たす新築の東京ゼロエミ住宅
　　減 免 割 合：最大で住宅に係る不動産取得税の10割
　減免を受けるには申請が必要です。また、この他にも、
耐震化促進税制等、住宅を新築したときに軽減を受けられ
る場合があります。
　詳細は、東京都主税局HPをご覧いただくか、下記へお
問い合わせください。
　問合せ：港区にある物件について
　　　　　港都税事務所03（5549）3800（代表）

主税局HP

主税局HP 東京ゼロエミ住宅
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